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沖縄県名護市⽴稲⽥⼩学校

〜学校と家庭が連携し、基礎・基本の定着を促す〜
稲⽥⼩学校は、サトウキビ畑と観葉植物畑、⽥園が広がる⾃然豊かな環境にあり、児童は学校・地域に温か

く⾒守られながら、伸び伸びと学校⽣活を送っています。タブレットが導⼊され、基礎学⼒向上へのさまざま
な取り組みをしています。今回は、学校と家庭学習で活⽤している、ｅライブラリの実践をご紹介します。

まとめの時間は、先⽣からの課題で学習内容の定着

この⽇の授業のまとめは、学習内容定着のため、
先⽣が出題した課題を⼀⻫に取り組みます。「ｅラ
イブラリは、ドリルの難易度が３段階に分かれてい
るため、習熟させたいレベルの問題を出題できま
す」と仲本先⽣。本時では、「標準」レベルの習熟
を⽬指して真剣に取り組んでいました。▲ 解答をキーボードで⼊⼒して答える

い な だ

考えの可視化と共有が、気づきにつながる
本時の学習活動の中で、⻑さを求めるときに紙

テープを使って答えを予想しました。ドリルで問題
を解くときも同様に、学習メモ機能を使い、画⾯に
紙テープを書いて正答を導き出します。
児童によって、考え⽅はさまざまです。思考を可

視化することで、⾃分の考えを友達同⼠で共有しや
すくなったり、そこから新たな気づきが⾒つかった
り、⾃然と学び合いが⽣まれていました。⽇常的な
活⽤が、理解の深化にもつながっています。▲ 学習メモ機能で、画⾯に紙テープを書いて、

求め⽅を考える

授業の流れ

紙テープを使って考え、問い
の答えを予想する。

本時の学習内容をｅライブラ
リで復習する。

個⼈・グループで考えたこと
を全体に共有する。

他のアプリで問題を出題して、
かけ算の定着を図る。

３年︓⼤きい数のわり算算数
の⻑さを求めるには、どうしたらいいのかな。めあて １

４
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その週の既習事項を、週末課題で復習
家庭学習が学校の学習内容とつながることをねら

いに、その週の既習事項を週末課題として出題して
います。
週末課題には、児童の学びを保障できる環境を整

えたいという仲本先⽣の思いも込められています。
週末課題がｅライブラリになってから、児童も楽

しそうに学習していると保護者からも喜びの声をい
ただいているとのことです。

ｅライブラリは、直感的に操作できるところや教材が難易度別に分かれている
ところなど、児童に取り組ませやすいと感じたことがきっかけで利⽤しました。
最初は、週末課題として家庭での利⽤から始めたところ、児童と保護者に好評

で、学校でも単元のまとめや隙間時間などで利⽤するようになりました。普段か
ら教材の難易度は、⾃分で選ばせるようにしていますが、最近では、「挑戦」に
取り組む児童が増えています。「挑戦」は、教科書に載っていない問題が出題さ
れますが、それが児童の探求⼼を⾼めています。友達同⼠で学び合う姿が多く⾒
られるようにもなり、ｅライブラリを利⽤した効果だと思っています。⽇常的に
利⽤することで、⽇々の学習活動の中でも、児童の基礎的・基本的な⼒が着実に
⾝についていることを実感しています。

インタビュー ｅライブラリを利⽤して感じたことと今後の展望

情報担当 ３年担任
仲本 聖 先⽣

運⽤の流れ

 タブレットを持ち帰り、ｅライブラ
リで学習する。

 ドリルの難易度は⾃分で選ぶ。

 「学習指⽰へ」＞「学習指⽰⼀覧」
から提出状況を確認する。

 「成績管理へ」から理解状況や学習
している時間帯を確認する。

 各担任の先⽣が課題を出題する。
 １回に出題する教材は１０教材前後。

例）算数︓３教材
国語・社会・理科︓１教材ずつ

課題を出題 家庭で取り組む 取り組み状況確認

▲ 家で先⽣からの課題に取り組む

 児童の宿題忘れを想定し、提出期限は余裕をもって設定している。
 ⾃分の学習進度に沿って学習できるように、問題の難易度は⾃分で選べるようにしている。
 成績管理の「取組姿勢」と「学習⾏動」から学習状況や学習時間を確認して、児童とコミュニ
ケーションを取るきっかけにしている。

先⽣の⼯夫

今年度の夏休みの課題は、３年から６年は紙のドリルを購⼊せず、ｅライブラリに取り組ませました。
今後は、全学年で利⽤できるようにして、「ｅライブラリの⽇」を設けて、学習意欲をさらに⾼めてい
きたいです。そして、主体的・対話的な学びにつなげていきたいと考えています。


